
本
号
は
、
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
会

「
裸
木
会
」の
事
を
書
く
予
定
だ
っ
た
。

そ
れ
は
が
字
数
を
減
ら
し
ペ
ー
ジ
下

の
「
ど
ん
つ
き
」
欄
に
移
し
代
え
た
。

原
因
は
、
新
聞
見
出
し
で
『
人
を
殺

し
た
か
っ
た
!
』
と
報
道
さ
れ
た
佐

世
保
事
件
。
犯
人
、
加
害
者
被
害

者
共
に
僅
か
15
歳
の
少
女
。
遺
体

ま
で
損
傷
を
与
え
た
異
様
、
残
酷
さ

に
驚
い
た
か
ら
だ
。

こ
の
事
件
「
勉
強
面
な
ど
で
親
の
期

待
に
応
え
た
い
思
い
が
強
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
有
り
の
ま
ま
の
自
分
を
表

に
出
せ
ず
、
母
親
の
死
な
ど
で
抑
え

込
ん
だ
も
の
が
爆
発
し
た
の
で
は
な
い

か
。
他
人
へ
の
共
感
性
が
乏
し
い
。
他

人
と
う
ま
く
関
ら
れ
ず
第
三
者
か

ら
見
れ
ば
些
細
な
原
因
が
き
っ
か
け

で
は
な
い
か
」（
毎
日
新
聞7/29

の
元
家

裁
調
査
官
の
コ
メ
ン
ト
）
等
々
は
あ
る
が
、

詰
ま
る
所
は
「
何
故
」
は
本
人
た
ち

以
外
に
は
判
ら
な
い
だ
ろ
う
。
か
？
。

但
し
、
犯
罪
や
事
件
は
「
世
相
」
と

無
関
係
で
な
く
『
時
代
』
が
反
映
す

る
も
の
と
思
え
る
。

私
達
の
子
供
の
頃
、
自
転
車
は
鍵

も
つ
け
ず
に
置
い
て
あ
っ
て
も
盗
難
に

合
わ
ず
、
「
自
転
車
泥
棒
」が
流
行
し

た
の
は
戦
後
だ
っ
た
。
（
決
し
て
同
名
の

伊
映
画
の
所
為
で
な
い
）

戦
争
の
現
場
で
は
、
「
殺
人
や
強
奪
」

が
有
っ
て
も
、
戦
争
中
で
も
国
内
は

「
安
全
で
平
穏
」
だ
っ
た
。
敗
戦
後
の

人
間
関
係
もN

H
K

連
続
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
「
「
向
う
三
軒
両
隣
り
」(2

2
-
2
8

年
）
の
よ
う
な
ご
近
所
付
き
合
い
が

あ
っ
た
。
兵
隊
に
行
っ
た
人
達
は
「
同

年
兵
会
」
学
生
生
徒
は
「同
窓
会
」、

労
働
者
は
団
結
せ
よ
と
ば
か
り
に

「
労
働
組
合
」
を
つ
く
っ
た
。
そ
し
て
日

本
は
経
済
大
国
で
物
資
も
豊
か
、
教

育
の
環
境
も
、
情
報
も
多
種
多
様
に
、

平
和
を
謳
歌
し
た
。

だ
が
待
て
よ
！
。
チ
ョ
ッ
と
こ
の
頃
の

人
間
関
係
が
、
い
や
日
本
も
「
変
」に

な
っ
た
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
他
人
の

こ
と
は
「
知
ら
な
い
ふ
り
」
見
て
見
な

い
振
り
が
横
行
し
、
「
自
己
中
」
だ
ら

け
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

祖
母
は
「人
と
い
う
字
は
、
支
え
あ
っ

て
出
来
て
い
る
。
先
ず
（他
）
人
様
を

大
事
に
し
な
は
れ
！
」
「
信
用
は
、
さ

れ
る
そ
の
お
人
を
認
め
信
じ
る
事
で
、

相
手
さ
ん
か
ら
も
信
じ
ら
れ
る
」。
と

言
い
続
け
て
大
往
生
を
し
た
。

今
は
「
個
人
」
が
最
優
先
。
世
界
も

全
体
の
平
和
よ
り｢

自
国
力
」
が
優

先
と
し
か
見
え
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
を
30
年
近
く
経
営
し
、
多

く
の
お
客
様
と
お
会
い
し
見
て
来
た

が
、
こ
の
間
に
恐
ろ
し
い
程
の
変
化
が

見
ら
れ
る
。
子
供
さ
ん
が
悪
戯
を
し

て
も
、
叱
る
「
親
御
さ
ん
」
が
少
な
く

な
っ
た
。

先
ず
「
各
家
庭
」
「
日
本
」
「
地
球
」
の

順
に
滅
亡
す
る
だ
ろ
う
。
人
が
「
間
」

あ
っ
て
「
人
間
社
会
」
は
出
来
て
い
る
。

人
類
は
繋
が
ら
な
い
と
生
き
ら
れ
と

思
う
。
こ
の
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
も
そ

う
思
い
な
が
ら
書
き
続
け
て
き
た
。
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▽
近
頃
は
、
学

校
を
卒
業
し

て
も｢

同
窓
会｣

を
や
ら
な
い
よ
う
だ
。

小
さ
な
ゼ
ミ
や
友
人
単
位
の
集
ま
り

は
有
る
よ
う
だ
が
。

▼
私
達
、
戦
中
〜
戦
後
に
青
少
（女
）

年
を
過
ご
し
た
世
代
は
、
あ
ち
こ
ち

で
小
・中
・
高
の｢

同
窓
会
」
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

▽
私
は
敗
戦
翌
年
（
昭
21
）
国
民
学

校
卒
業
し
て
、
今
も
毎
年
「学
年
の

同
窓
会
」が
あ
り
、
先
年
「卒
業
後

60
年
」を
集
ま
り
祝
っ
た
。
参
加
者
は

年
々
減
る
が
・・。

▼
高
校
の｢

ク
ラ
ス
会
」が
あ
る
。
立

命
館
高
校
三
年
三
組
（
昭
27
卒
）
担

任
柳
田
暹
暎
先
生
（
三
井
寺
大
僧
正
＝

あ
だ
名
「
坊
さ
ん
」
）
の
発
案｢

裸
木
会
」

で
あ
る
。
（
先
生
は
平
12
年
没
）

▽
卒
業
後
毎
年｢

会｣

の
集
ま
り
続

け
ら
れ
た
来
た
。
67
年
前
の
卒
業
時

ク
ラ
ス
は
60
名
だ
っ
た
が
、
今
年
は
24

名
案
内
し
13
名
が
出
席
し
た
。

▼
高
三
に
な
っ
て
直
ぐ
、
3
〜
7
名

奇
数
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
キ
ャ
ッ
プ

を
決
め
よ
と
先
生
の
指
示
で
創
っ
た
。

以
後
行
動
は
そ
の
単
位
で
動
い
た
。

▽
先
生
の
指
示
っ
は
キ
ャ
ッ
プ
を
通
り
、
。

奇
数
で
結
論
が
ハ
ッ
キ
リ
出
る
。
共

同
行
動
、
共
同
責
任
、
グ
ル
ー
プ
内

の
融
和
て
繋
が
り
が
強
く
な
っ
た
。

▼
今
も
毎
年｢

裸
木
会
」
が
途
切
れ

ず
の
開
催
は｢

坊
さ
ん
」の
お
陰
だ
。

高
三
の
時
、
悩
み
の
相
談
し
、
先
生

の
ご
判
断
に
方
向
に
進
ん
だ
。
人
生

の
別
れ
か
れ
道
だ
っ
た
の
だ
。
結
果
で

私
の
今
が
あ
る
と
思
う
。
。

▽
生
あ
る
限
り
出
席
を
し
よ
う
！
。

ど
ん
つ
き

人
の
繋
が

ら
な
い

時
代

7
月
27
日
・佐
世
保
同
級
生

殺
人
事
件
を
知
り
記
す
。

開催日:7月20日（定例第3日曜日:朝9時～）

：朝粥食べて・おシャベリ会
報告者:高木英智 様

第
114
回

朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会：

恒
例
・
食
前
の
お
話：

お
題：

「
奇
跡
の
昆
布
革
命
」

満
員
・
楽
々
ホ
ー
ル
で
ス
タ
ー
ト

『
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
「
神
田
川
」

作
詞
の
喜
多
條
忠
さ
ん
は
お
兄
さ

ん
と
お
っ
し
ゃ
る
喜
多
條
清
光
さ

ん
は
株
式
会
社
天
満
大
阪
昆
布
の

社
長
さ
ん
。
天
神
祭
で
ご
多

用

の
中
、
京
都
へ
。
昆
布
は
大
阪
で

加
工
、
小
売
が
盛
ん
だ
が
、
産
地

で
は
な
い
。
な
ぜ
大
阪
な
の
か
。

交
易
で
、
北
前
船
が
北
海
道
か
ら

直
接
大
阪
へ
届
く
よ
う
に
な
っ
た

の
が
理
由
と
か
。
味
覚
は
、
お
い

し
い
、
お
い
し
く
な
い
も
大
切
だ

が
、
こ
の
食
べ
物
は
安
全
か
ど
う

か
、
そ
れ
を
見
極
め
る
こ
と
が
い

ち
ば
ん
大
切
と
の
こ
と
。
五
味
と

は
、
甘
味
、
塩
味
、
酸
味
、
苦
味
、

そ
し
て
、
旨
味
。
日
本
人
は
旨
味

の
存
在
を
訴
え

て
き
た
が
、
世

界
か
ら
は
否
定

の
歴
史
。2000

年
に

つ
い
に

旨
味
が
第
５
の

味
覚
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
今
や

健
康
、
グ
ル
メ
志
向
で
あ
り
、
昆

布
は
ぴ
っ
た
り
の
食
材
だ
が
、
現

実
は
、
生
産
高
が
全
盛
期
の
５
分

の
１
以
下
。
特
に
ダ
シ
昆
布
の
需

要
が
低
落
。
理
由
は
、
①
ダ
シ
の

取
り
方
が
む
ず
か
し
い
。
②
和
食

を
家
で
作
ら
な
い
。
③
ダ
シ
を
取
っ

た
あ
と
、
昆
布
を

捨
て
る
の
が

も
っ
た
い
な
い
。

昆
布
屋
さ
ん
の
意
識
改
革
を
行

い
、
「
大
き
な
昆
布
が
値
打
ち
」

を
「
最
初
か
ら
細
か
く
刻
ん
で
あ

る
の
が
値
打
ち
」
へ
。
お
湯
で

ダ
シ
を
取
る
の
は
面
倒
で
、
日
持

ち
も
し
な
い
が
、
水
か
ら
と
っ
た

ダ
シ
は
保
存
可
能
。
こ
の
「
昆
布

水
」
で
作
る
料
理
が
絶
品
。
レ
シ

ピ
に
あ
る
「
水
」
を
「
昆

布
水
」

に
置
き
換
え
る
だ
け
で
、
プ
ロ
の

味
に
。
ユ
ー
モ
ア
満
載
で
常
に
笑

い
声
が
響
き
、
昆
布
の
効
用
を
お

聴
か
せ
い
た
だ
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
産
物
に
は
歴

史
的
な
背
景

と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
』

海
中
昆
布
の

長
さ
説
明
→

名画十指の一本に数える作品。
「自転車泥棒」は終戦から３年
後のイタリア映画界を代表する
（映画監督）ヴィットリオ・

デ・シーカの
作品。 高校
一年生時にに
見た。当時は
｢映画部と写真
部」に入り、
勉 強 も せ ず
「部活」を名
目にして毎日
の様に映画を
見ていた。



今
年

は
西

暦
２

０
１

４
年

。
戦

前
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た｢

皇

紀
」
で
は
「
二
千
六
百
七
十
二
年
」

に
な
る
。
私
の
貞
教
尋
常
小
学
校

入
学
は
昭
和
15
年
（
西
暦19

40

）
。、

時
の
大
日
本
帝
國
で
は
西
暦
は
厳

禁
、
神
武
天
皇
が
橿
原
の
宮
（
奈

良
県
）

で
ご
即
位
さ
れ
た
年
を｢

皇

紀
元
年｣

と
し
入
学
は｢

皇
紀2

6
0

0
年｣

だ
っ
た
。
そ
の
数
年
前
か

ら
切
の
良
い｢

皇
紀2

60
0

年
」
を

用
い
官
民
挙
げ
て
多
く
の
祝
賀
行

事
、
記
念
を
表
す
る｢

建
築
建
造

物
」
等
々
が
出
来
た
。

そ
の
一
つ
が｢

京
都
（
霊
山
）
護
国

神
社
」
。1

8
5
3

年

（
慶
応
４
）
維
新
の

志
士
の
霊
魂
を
合

祀
で
『
霊
山
招
魂

舎
」
創
建
（
域
内
の

坂
本
龍
馬
等
墓
地
も
有
）。

19
3
9

年
（
昭
14
）
神

域
を
隣
地
に
広
め
、
京
都
出
身
の

戦
没
者
等
を
お
祀
り
す
る
場
所
に

大
改
造
し
た
。
そ
の
工
事
の
勤
労

奉
仕
に
祖
父
は
私
を
連
れ
て
参
加

し
た
。｢

何
が
出
来
る
の
や
」
と

聞
く
と｢

戦
死
し
た
兵
隊
さ
ん
達

を
祀
る
御
宮
さ
ん
や
」
と
言
っ
た
。

既
に
日
中
戦
争
（
支
那
事
変
）

の
最
中
、
蒋
介
石
（
国
民
党
）
の

首
都｢

南
京
は
陥
落
」。
そ
の
祝
福

で
市
電
は
花
電
車
を
走
ら
せ
た
。

「2
6
0
0

年
の
歌
」
も
出
来
て
全
国

各
地
で
祝
賀
行
事
が
催
さ
れ
た
。

「
大
政
翼
賛
会
（
た
い
せ
い
よ
く
さ
ん

か
い
）
」
と
そ
の
下
部
組
織
で
学
区

に｢

町
内
会
・
隣
組
」
が
出
来
て
、

各
町
内
に｢

国
旗
掲
揚
所
」
設
置

さ
れ
た
。
（
現
存
も
有
り
？
）
共
産
党

員
や
反
戦
傾
向
の
人
は
逮
捕
、
情

報
が
洩
れ
る
の
を
防
ぐ
「
貴
方
の

隣
に
ス
パ
イ
が
居
る
」
と
か
い
た

ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
祖

父
が
夕
飯
時｢

貞
教
学
区
○
△
さ

ん
（
鉄
板
販
売
業
？
）

の
お
嬢
さ
ん

が｢

ア
カ
」
で
捕
ま
っ
た
」
と
話

し
て
い
た
。
註
・
逮
捕
の
こ
と
は
書
籍

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
○
△
さ
ん
の
氏

名
は
今
以
っ
て
も
知
ら
な
い
）

そ
ん
な
中
で
紀
元
二
千
六
百
年
。

既
に
決
ま
っ
て
い
た｢

東
京
五
輪
」

は
中
止
さ
れ
、
昭
和

16
年

12
月

8
日
に
大
東
亜
戦
争
開
戦
。
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
時
、
祖
父
は

「
遂
に
ヤ
ッ
タ
ゾ
」
と
大
喜
び
を

し
て
い
た
。

翌
年
父
も
陸
軍
兵
に
。
戦
況
は
厳

し
く
私
が
疎
開
後
、
昭

20
年
５

月
、
勤
労
奉
仕
で
九
州
の
炭
鉱
で

鉱
夫
の
仕
事
に
従
事
、
７
月
に
胸

を
患
っ
て
戻
っ
て
来
た
。
今
考
え

る
と
「
塵
肺
症
」
だ
っ
た
ろ
う
。

終
戦
の

15
日
、
偶
々
疎
開
地
か

ら
一
時
帰
宅
中
の
私
は
「
終
戦
の

詔
」
を
を
ラ
ジ
オ
放
送
で
聞
き
、

病
床
の
祖
父
に
伝
え
た
。
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旅
か
ら
帰

り
、
見
上

げ
た
賀
茂

川
の
空
に
は
赤
ト
ン
ボ
（
夏
茜
）
が
沢

山
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

え
っ
、
秋
の
も
の
が
も
う
？

ん
ま
あ
、
そ
う
で
す
。
先

取
り
も
、
後
戻
り
も
あ
り
、

秋
の
季
語
、
台
風
が
７
月

に
来
て
大
暴
れ
し
ま
し
た
。
わ
が
散
歩

圏
に
あ
る
植
物
園
の
草
花
に
も
、
早
い
、

遅
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
と
に
待
ち
遠

し
か
っ
た
の
が
、
ね
じ
花
（
文
字
摺
り

草
）
と
山
ユ
リ
の
花
で
し
た
。

み
ち
の
く
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り

誰
故
に
乱
れ
染
め
に
し

わ
れ
な
ら
な
く
に

私
の
心
が
乱
れ
て
い
る
の
は
、
あ
な

た
の
せ
い
よ
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
山

ユ
リ
は
、
私
の
生
ま
れ
故
郷
の
花
。
帰

る
度
に
あ
ぶ
く
ま

急
行
丸
森
駅
の
自

転
車
「
や
ま
ゆ
り
号
」
を
お
借
り
し
、

川
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
繰

り
出
し
ま
す
。
こ
の
七
月
も
、
京
都
の

俳
句
仲
間
有
志
で
、
「
奥
の
細
道
」
紀

行
と
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
南
三

陸
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

梅
雨
と
台
風
と
地
震
の
合
間
を
縫
っ

て
の
３
泊
４
日
は
、
雨
で
ス
タ
ー
ト
。

福
島
の
信
夫
山
、
医
王
寺
吟
行
は
断
念

し
、
飯
坂
温
泉
郷
の
百
年
の
蔵
宿
、
広

い
夏
座
敷
で
わ
が
畏
友
の
差
し
入
れ
、

ず
ん
だ
餅
、
笹
粽
，
さ
く
ら
ん
ぼ
を
い

た
だ
き
な
が
ら
の
句
会
。
芭
蕉
翁
、
晶

子
、
子
規
も
訪
れ
た
熱
め
の
湯
に
ぬ
く

も
り
？
ま
し
た
。

こ
の
旅
に
出
る
少
し
前
に
や
っ
と
咲

き
出
し
た
植
物
園
の
ね
じ
花
で
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
刈
ら
れ
て
仕
舞
い
、

半
泣
き
で
案
内
所
に
抗
議
も
。
で
も
旅

の
終
わ
り
の
丸
森
町
の
郷
土
館
に
も
咲

い
て
い
ま
し
た
。
大
喜
び
の
私
に
苦
笑

さ
れ
る
館
長
さ
ん
で
し
た
。
「
こ
れ
か

ら
も
毎
年
、
こ
の
花
が
咲
く
頃
来
ま
す

か
ら
」
と
約
束
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う

で
な
く
と
も
、
蛍
や
河
鹿
（
か
じ
か
）

郭
公
も
啼
き
、
青
田
の
美
し
い
こ
の
季

節
。
山
野
草
の
こ
の
花
は
、
絶
滅
？
ど

こ
ろ
か
、
結
構
、
根
強
く
、
頼
も
し
く
、

わ
が
分
身
か
も
、
と
。
捩
じ
れ
、
す
ね

て
い
る
よ
う
で
も
真
っ
直
ぐ
伸
び
て
ゆ

く
一
途
な
花
で
す
。

山
形
の
山
寺
も
、
松
島
も
、
北
上
川
の

む
こ
う
の
津
波
の
被
害
地
も
何
度
か
行
っ

た
土
地
。
で
も
「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」
で
す
ね
。
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
こ
の
度
の
震
災
。
被
災
地
へ
の
観
光

も
大
事
な
支
援
。
行
っ
て
初
め
て
分
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
原
発

で
知
ら
れ
る
女
川
町
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、

中
国
人
実
習
生
の
「
な
ぜ
１
６
２
人
全

員
が
助
か
っ
た
か
」
（
日
中
友
好
協
会

宮
城
県
連
泉
支
部
）
を
や
っ
と
読
む
気

に
な
っ
た
の
で
す
。
感
動
的
で
し
た
。

人
口
約
一
万
人
の
一
割
弱
が
犠
牲
に
な
っ

た
町
で
、
中
国
か
ら
の
若
い
労
働
者
た

ち
を
、
自
分
は
犠
牲
に
な
っ
て
も
守
っ

た
、
そ
ん
な
方
た
ち
が
そ
の
町
に
い
た

の
で
し
た
。

「
日
本
人
力
」
と
い
う
か
、
な
か
な
か

す
ご
い
人
格
者
が
巷
に
は
お
ら
れ
ま
す
。

な
の
に
、
政
治
の
表
舞
台
、
国
と
国
の

外
交
も
ど
う
し
て
あ
あ
な
の
か
、
恥
ず

か
し
い
よ
う
な
昨
今
で
す
。

そ
う
か
！
選
ば
れ
る
べ
き
人
が
、
選

ば
れ
て
な
い
ん
だ
。
そ
う
思
い
ま
し
た
。

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

日
本
人
力

石
動
敬
子

紀
元
（
皇
紀
）

二
千
六
百
年

祖
父
は
目
か
ら
大

粒
の
涙
を
流
し
、

「
天
皇
陛
下
様

が
お
可
哀
想
や

私
達
が
至
ら
な

か
っ
た
。
申
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
と
」
正
座
し
東
を
向

き
最
敬
礼
を
し
た
。
そ
し
て
そ
の

９
月
１
日
58
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
過
ち
は
二
度
と
し
な
い

と｢

戦
争
放
棄
・
平
和
民
主
主
義
」

の｢

日
本
国
憲
法
」
が
制
定
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
た
。
前
の
戦
争
以
後
、

自
国
の
戦
で
死
人
、
他
国
の
人
も

戦
争
で
殺
さ
ず
69
年
経
過
し
た
。

天
災
も
人
災
も
忘
れ
た
頃
に
く
る
。

頃
の
日
本
に
『
皇
紀
二
千
六
百
年
』

時
代
の
よ
う
な
空
気
を
感
じ
る
。

写
真
は
「
第
二
次
世
界
大
戦
直
前

の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
」
次
の
東
京
五

輪
を
こ
れ
に
似
た
姿
に
さ
せ
ま
い

ぞ
。
ハ
イ
ル
・
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
は
東
京
五

輪
に
不
要
だ
。

ア
ベ
ェ
い
な
ぁ
！
。

平
成
19
年：

選
挙
入
選
作
よ
り
・

選
挙
権
使
っ
て
築
こ
う
未
来
の
日
本

若
狭
町

森
川

紀
子
さ
ん

終戦の詔勅



問
屋
町
通
は

鴨
川
東
岸
道
路

の
一
つ
東
の
通

り
、
五
条
か
ら

正
面
通
り
間
で
極

短
い
通
り
で
す
。

昭
和
20
年
1
月
16

日
深
夜
、
近
く
の

「
馬
町
」
が
B29
に

空
爆
さ
れ
、
そ
の

直
後
，
迅
速
に
五
条
通
南
側
の
「
建
物

強
制
疎
開
が
進
行
、
五
条
付
近
の
問
屋

町
の
家
や
店
が
多
く
取
り
壊
さ
れ
ま
し

た
。
が
、
今
も
問
屋
町
は
、
低
い
ビ
ル

が
少
し
あ
る
が
，
古
い
和
風
の
建
物
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
祇
園
町
の
よ
う

な
派
手
で
な
い
が
明
治
大
正
の
「
京
」

が
見
ら
れ
る
通
り
で
す
。
ペ
ー
ジ
頭
の

建
物
の
絵
は
、
（
京
都
府
HP
か
ら
転
載
）

江
戸
時
代
か
ら
あ
る
豪
商
柏
屋
（
紙
問

屋
）
。
現
在
、
本
拠
地
は
東
京
都
だ
そ

う
で
す
が
、
京
都
の
屋
敷
は
そ
の
ま
ま

姿
を
残
し
「
洛
東
遺
芳
館
」
（
入
場
料
要
）

と
し
て
同
家
保
有
の
美
術
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
北

に
京
の
麩
で
↓
有
名
な
「
半
兵
衛
麸
」

さ
ん
と
純
日
本
式

旅
館
「
晴
鴨
樓
（
せ

い
こ
う
ろ
う
）

さ
ん
が

あ
り
ま
す
。

晴
鴨
樓
は
、
→

戦
後
の
映
画
全
盛

期
に
映
画
俳
優
さ

ん
等
が
常
宿
の
様
に
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
♪
野
球
小
僧
♪
で
お
馴
染
み
の

歌
手
灰
田
勝
彦
さ
ん
が
、

（
古
い
な
ぁ
）

私
の
卒
業

し
た
貞
教
小
学
校
の
校

庭
を
借
り
、
ご
自
分
の

野
球
チ
ー
ム
の
練
習
で

使
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
通
り
の
今
は
静
か
な
所
で
す
が
、

古
く
は
京
の
「
中
央
市
場
」
が
有
っ
た

の
で
す
。
そ
の
名
残
は
「
半
兵
衛
麸
」

さ
ん
の
直
近
に
市
場
の
神
様
「
市
比
賣

神
社
分
社
」
が
有
り
ま
す
。
豊
臣
秀
吉

の
五
条
大
橋
。
大
仏
殿
。
本
町
通
開
通

等
、
馬
町
経
由
の
古
道
渋
谷
街
道
で
山

科
と
近
い
立
地
か
ら
、
文
禄
年
間
（15

92

〜96

）
青
果
商
山
中
氏
を
が
中
心
に

「
市
場
」
を
開
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
今
の
五
条
通
は
（
戦
時
中
疎
開
）

幅
広
い
で
す
が
、
私
の
子
供
時
代
は
市

比
賣
神
社
か
ら
五
条
ま
で
は
、
市
場
の

名
残
で
し
ょ
う
か
石
畳
敷
き
詰
め
た
道

で
し
た
。
そ
の
石
に
「
溝
」
状
の
窪
み

が
有
り
、
祖
父
に
問
う
と
「
長
く
市
場

だ
っ
た
か
ら
荷
車
の
轍
（
わ
だ
ち
）

で
削

ら
れ
た
ん
や
ろ
」
と
（
国
民
学
校
三
年
生

の
頃
）
教
え
て
呉
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
昔
を
覚
え
て
い
る
の
に
、
近

頃
は
、
今
聞
い
た
電
話
番
号
、
さ
っ
き

迄
使
っ
て
た
ハ
サ

ミ
を
置
い
た
場
所

を
忘
れ
ま
す
。
気

楽
に
な
れ
そ
う
だ

し
「
と
ん
か
ら
り

ん
」
を
書
く
こ
と

も
忘
れ
よ
う
か
な
ぁ
。
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岡
崎
通

を
出
た

市
電
は
、

丸
太
町
通
を
西
へ
進
み
ま
す
。
南
は
平

安
神
宮
の
神
苑
、
北
側
は
錦
林
小
学
校

な
ど
が
続
き
、
平
安
神
宮
の
大
樹
が
丸

太
町
通
に
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。
平
安

神
宮
が
途
切
れ
る
と
、
西
側
に
は
民
家

や
商
店
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
に
、
北
側
に
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ

ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
お
も
に
外

国
人
向
け
に
日
本
の
伝
統
工
芸
品
を
販

売
す
る
免
税
店
で
す
。
当
時
で
は
珍
し

い
外
国
人
向
け
の
店
舗
で
、
い
つ
通
っ

て
も
外
国
人
を
乗
せ
た
バ
ス
が
停
車
し

て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
異
国
な
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

両
側
に
商
店
が
増
え
て
く
る
と
、
ま

も
な
く
熊
野
神
社
前
の
交
差
点
に
到
着

で
す
。
市
電
は
東
山
線
と
交
差
し
ま
す
。

丸
太
町
線
か
ら
は
南
へ
曲
が
る
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
、
錦
林
車
庫
前
か
ら
祇
園
経

由
で
四
条
線
へ
入
る
20
系
統
も
あ
り
ま

し
た
。
道
路
地
図
に
は
「
東
山
丸
太
町
」

と
も
記
さ
れ
る
交
差
点
で
す
が
、
や
は

り
「
熊
野
の
交
差
点
」
で
な
い
と
ピ
ン

と
来
ま
せ
ん
。
そ
の
由
来
は
、
も
ち
ろ

ん
交
差
点
北
西
に
鎮
座
す
る
熊
野
神
社

に
由
来
し
ま
す
。

社
伝
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
二
年
（
八
一

一
）
、
紀
州
の
熊
野
大
神
を
勧
請
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
熊
野
三
山
の
別

当
職
を
兼
ね
る
聖
護
院
が
近
く
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
守
護
神
と
し
て
建
て

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
応
仁
の

乱
に
よ
り
社
殿
は
焼
失
し
ま
す
が
、
再

建
さ
れ
て
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
鴨
川
ま
で
の
広
い
神
域
で

し
た
が
、
市
街
地
化
や
、
市
電
の
敷
設

工
事
な
ど
の
た
め
狭
め
ら
れ
、
現
在
の

よ
う
な
交
差
点
に
面
す
る
小
さ
な
神
社

と
な
り
ま
し
た
。
熊
野
三
山
の
神
の
使

い
と
言
わ
れ
る
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
は
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

今
で
は
熊
野
神
社
に
も
サ
ッ
カ
ー
の
お

守
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
熊
野
神
社
前
と
言
え

ば
、
京
都
を
代
表
す
る
和
菓
子
、
八
ツ

橋
が
名
物
で
、
交
差
点
周
辺
に
は
い
く

つ
か
の
店
が
あ
り
ま
す
。
箏
曲
の
開
祖

と
い
わ
れ
る
八
橋
検
校
が
亡
く
な
っ
て

黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
に
葬
ら
れ
ま
す
。

没
後
、
黒
谷
へ
の
参
道
の
聖
護
院
の
茶

店
で
、
筝
の
形
に
似
た
菓
子
を
、
八
ツ

橋
と
名
付
け
て
発
売
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
八
ツ
橋
の
始
ま
り
と

言
わ
れ
、
今
で
は
、
生
八
ツ
橋
や
餡
入

り
生
八
ツ
橋
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
京
都
土
産
の
定

番
に
な
っ
て
い
ま
す
。
茶
店
の
場
所
は

聖
護
院
へ
至
る
道
筋
と
言
わ
れ
、
い
ま

も
製
造
工
場
が
あ
っ
て
、
八
ツ
橋
の
ニ
ッ

キ
の
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
っ
て
来
る
の

も
熊
野
神
社
前
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
こ
の
京
都
市
電
の
連
載
を
始

め
て
か
ら
、
お
蔭
さ
ま
で
四
二
回
を
重

ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
し
て
、
８
月
に
サ
カ
タ
ニ
さ

ん
の
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
で
、

「
京
都
七
条
市
電
通
り
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
京
都
市
電
の
写
真
展
（
案
内

同
封
）
を
行
い
ま
す
。
お
見
苦
し
い
写

真
で
す
が
、
会
場
で
皆
さ
ま
と
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市
電
が
走
っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静
二
42

熊
野
神
社
を
右
に
見
て

丸
太
町
通
を
行
く
市
電

熊野神社前交差点を出発する
丸太町線の市電

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

東
山
区

問
屋
通

と
い
や
ま
ち
と
お
り

52



室
町
時
代

文
安
（14

4

4

）
頃
か
ら

酒

と

税

金
は
密
接
な
関
係
で
あ
っ
た
と
い

う
。
鎌
倉
時
代
、
京
都
は
酒
屋
が

隆
盛
を
き
わ
め
た
が
、
当
時
は
ま

だ
麹
造
り
は
酒
屋
の
職
業
範
囲
で

は
な
く
、
麹
の
製
造
か
ら
販
売
ま

で
を
つ
か
さ
ど
る
麹
屋
が
別
個
に

有
り
、
麹
屋
は
北
野
天
満
宮
の
神

人
（
じ
に
ん
＝
奉
仕
役
）
身
分
を
得
て

麹
座
と
呼
ば
れ
る
同
業
者
組
合

（

座
）
を
結
成
、
北
野
社
の
権
威

を
背
景
に
京
都
西
部
の
麹
の
製
造

販
売
の
独
占
権
を
有
し
て
い
た
。

そ
し
て
室
町
幕
府
も
本
来
、
土
倉

（
質
屋
金
貸
＝
銀
行
）

か
ら
土
倉
役
、

酒
屋
か
ら
酒
屋
役
を
徴
収
し
、
同

時
に
庇
護
も
し
て
い
た
。
そ
の
こ

と
か
ら
庶
民
が
結
集
し
て
起
し
た

「

土
一
揆
」
で
は｢

酒
屋
・
土
倉
」

が
襲
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
旧
大
蔵

省
と
銀
行
酒
造
会
社
の
関
係
の
原
型
か
。

私
も
父
の
経
営
し
て
い
た
酒
問

屋
「
酒
谷
本
店
﹈
経
営
危
機
時
か

ら
（
昭

29
）

酒
卸
業
に
携
わ
る
こ

と
に
な
り
「
関

税
」
監
督
官
庁
、

大

蔵
省
（
税
務

署
）
と
酒
業
界

の
微
妙
な
関
係

を
知
っ
た
。

特
に
「
間
税
」

は

当

時

の
自

衛
隊
予
算
を
越
え
る
程
？
税
収
で

大
蔵
省
の
中
で
も
花
形
的
な｢

局
」

だ
っ
た
。
酒
造
り
、
酒
卸
小
売
も

大
蔵
省
か
ら
の
免
許
が
要
る
。
酒

の
出
入
数
の
記
帳
義
務
が
あ
り
、

酒
卸
は
税
務
署
だ
け
で
な
く
「
大

阪
国
税
局
」
調
査
も
有
り
、
局
か

ら
三
名
程
で
こ
ら
れ
、｢

机
か
ら

離
れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
内
の
物
を
全
て

机
に
出
せ
」
と
命
じ
ら
れ
調
査
が

始
ま
る
。
時
々

TV
放
映
さ
れ
る

「

税
務
査
察
官
」
と
同
じ
形
だ
っ

た
。
そ
の
頃
は
マ
ダ
酒
の
醸
造
石

数
が
制
限
さ
れ
、
普
通
の
酒
と
前

号
記
載
の
「
理
研
酒
」
を
混
ぜ
て

売
ら
な
い
と
酒
小
売
店
も｢

お
客

さ
ん｣

の
要
望
に
応
じ
ら
れ
な
い

時
代
だ
っ
た
。
（
同
時
に
儲
け
も
増

え
る
）
そ
れ
は｢

酒
税
法
違
反
行

為｣

で
そ
の
防
止
調
査
な
の
だ
。

酒
蔵
も
調
査
対
象
で
酒
税
脱
税
の

疑
い
を
掛
け
ら
れ
た
酒
蔵
の
事
務

員
が
身
体
に
酒
を
か
け
ら
れ
、
竹

藪
に
放
り
込
ま
れ
「
蚊
攻
め
」
に

さ
れ
た
と
い
う
噂
話
ま
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
敗
戦
〜
昭
32
年
頃
ま
で
の

話
で
す
。
国
税
の
中
の
間
税
比
率

が
高
く
、
酒
蔵
も
丁
重
に
役
所
も

気
を
使
う
良
い
形
に
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
局
長
ク
ラ
ス
官
僚
で
代
議

士
や
大
臣
に
な
っ
た
人
。
逆
に
、

政
治
の
良
い
味
を
知
っ
た
酒
蔵
さ

ん
が
代
議
士
〜
大
臣
（
総
理
お
二

人
）
に
お
な
り
の
ケ
ー
ス
も
少
な

く
は
無
い
。
今
は
ど
う
か
知
ら
な

い
が
間
税
は｢

骨
牌
税
」
も
有
り

麻
雀
牌
等
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

★
酒
煙
草
麻
雀
牌
も
増
え
そ
う
に

な
い
こ
の
頃
、
ヨ
ッ
シ
ャ
！
「
カ
ジ

ノ
が
あ
る
」
と
知
恵
者
が
動
い
た

よ
う
だ
。
博
徒
大
親
分
・
次
郎
長

忠
次
も
こ
れ
に
負
け
そ
う
。
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○
こ
の
﹇と
ん
か

ら
り
ん
」作
成
は
、

ビ
ル
二
階
南
側
に
窓
の
あ
る
部
屋
。

空
調
は
な
く
「蒸
し
風
呂
」
状
態
。

濡
れ
タ
オ
ル
を
首
に
、
上
半
身
裸
。

●
常
か
ら
、
寒
さ
に
は
強
く
暑
さ
に

弱
い
私
を
知
る
身
内
は
「熱
中
症
」

に
な
る
と
、8
月
は
「
休
刊
」に
し
た

ら
と
忠
告
し
ま
す
。

○
が
、1995

年
か
ら
発
行
。
月
刊
に

179
号
「病
気
」以
外
で
発
行
を
休
ま

ず
の
意
地
も
有
っ
て
、
暑
さ
に
負
け

る
も
ん
か
と
頑
張
っ
て
見
ま
し
た
。

●
幼
児
の
頃
か
ら
「片
意
地
で
変
コ

ツ
で
融
通
の
効
か
な
い
子
」と
38
年

前
亡
く
な
っ
た
祖
母
に
言
わ
れ
続
け

て
来
ま
し
た
。

○
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
と
言
う
の
で

あ
と
20
年
の
418
号
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
か
？
。

●
で
も
「読
ん
で
く
だ
さ
る
方
」が
い

な
け
れ
ば
「不
要
な
ゴ
ミ
」を
増
や
す

だ
け
。
今
ま
で
も
「
読
ん
だ
エ
」の
お
声

が
力
に
な
っ
て
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
○

も
う
直
ぐ
「地
獄
の
蓋
も
開
く
お
盆
」。

先
に
地
獄
か
極
楽
へ行
っ
た
、
ア
イ
ツ
、

あ
の
子
、
あ
の
方
と
読
ん
で
く
れ
て
い

た
方
々
の
顔
を
思
い
出
し
、
ヤ
ッ
パ
リ

書
き
続
け
よ
う
か
な
ぁ
。

酒

屋
で

生
き

て

生
か
さ
れ
て

第
九
十
三
話

陽
月
（
よ
う
つ
き
）

月
三

天

昔

、
陽

（
よ
う
）
と
い

う
者
が
あ
っ
た
。

こ
の
者
は
よ
く

動
き
、
よ
く
笑

い
、
よ
く
話
し

た
。
こ
の
者
の

周
り
に
は
人
が
絶
え
ず
、
周
り
の

者
も
よ
く
笑
っ
た
。

同
時
期
に
、
月
（
つ
き
）
と
い

う
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
者
は
物
静

か
で
、
知
識
が
あ
り
、
特
に
自
分

か
ら
は
話
さ
な
い
が
人
に
優
し
く
、

周
り
の
者
は
よ
く
頼
っ
た
。

二
人
は
同
じ
町
に
暮
ら
し
、
た

ま
に
行
き
来
を
す
る
仲
だ
。
そ
ん

な
二
人
の
、
短
い
会
話
を
ど
う
ぞ
。

＊

「
な
ぁ
月
よ
、
俺
は
人
の
笑
顔
が

好
き
だ
、
だ
か
ら
笑
わ
せ
る
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
る
」

月
の
家
は
、
山
の
近
く
に
あ
る

月
が
奇
麗
に
見
え
る
場
所
だ
。
家

の
中
は
壁
が
本
に
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
て
、
町
の
者
達
が
、
た
ま
に

図
書
館
と
し
て
利
用
す
る
ほ
ど
だ
。

月
は
部
屋
の
中
心
に
あ
る
四
人
掛

け
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
本
を
読
ん
で

い
る
。
陽
は
、
部
屋
の
中
の
本
を

し
げ
し
げ
と
見
回
し
な
が
ら
、
月

に
話
し
か
け
る
。

「
ふ
む
」

返
事
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、

月
の
目
は
文
字
を
追
っ
て
い
る
。

「
で
も
よ
ぉ
、
月
、
俺
は
た
ま
に

疲
れ
る
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
う
し
て

お
前
の
所
に
来
る
」

「
そ
れ
は
そ
れ
は
、
さ
ぞ
ご
心
労

だ
ろ
う
に
」

適
当
に
返
さ
れ
る
こ
と
な
ど
気

に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
陽
の
方

も
、
手
に
取
る
こ
と
も
無
い
本
を

終
始
眺
め
て
い
る
か
ら
だ
。

「
そ
う
な
ん
だ
よ
な
ぁ
。
だ
か
ら

よ
ぉ
月
よ
、
も
し
も
俺
が
旅
を
す

る
と
す
る
。
そ
し
た
ら
一
体
何
処

で
休
め
ば
い
い
ん
だ
？
」

「
さ
て
、
弱
り
ま
し
た
ね
ぇ
。
旅

の
計
画
で
も
立
て
て
る
ん
で
す
か
？
」

陽
は
、
唯
一
本
が
無
い
天
上
を

見
上
げ
た
。
天
上
に
は
幾
つ
も
の

小
さ
な
天
窓
が
開
い
て
い
て
、
晴

れ
の
日
の
、
こ
の
部
屋
の
光
源
に

も
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
見
え

る
風
景
は
、
絵
が
動
い
て
い
る
か

の
よ
う
だ
。
鳥
が
飛
ん
で
い
っ
た

り
、
白
い
雲
が
流
れ
た
り
、
空
の

青
が
ぽ
っ
か
り
数
か
所
開
い
て
い

て
、
時
が
経
つ
と
青
の
部
分
が
か

わ
っ
て
ゆ
く
。

「
見
て
み
よ
う
と
思
う
ん
だ
」

「
何
を
で
す
か
？
」

落
ち
着
い
た
月
の
声
が
興
味
深

げ
に
な
っ
た
。

「
さ
ぁ
、
何
を
見
に
行
く
ん
だ
ろ

う
な
？
蓋
を
開
け
た
ら
、
遠
く
か

ら
こ
こ
を
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
っ

て
い
う
話
な
の
か
も
し
れ
な
い
」

「
あ
り
が
ち
で
す
ね
。
で
も
」

月
は
言
葉
を
切
っ
た
、
続
き
を

言
う
べ
き
は
自
分
じ
ゃ
な
い
事
を

分
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
知
れ
る
ん
だ
よ
な
ぁ
、
こ
の
場

所
以
外
☆
を
。
だ
か
ら
、
行
く
か
」

月
は
本
を
静
か
に
閉
じ
た
。
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次
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忠
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北
野
天
満
宮･
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